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事
務
局
長
就
任
の
挨
拶事務

局
長
　

山
本

悦
之

令
和
６
年
４
月
に
医
療
法
人
宝
美
会
本
部
か

ら
異
動
と
な
り
、
浜
名
病
院
事
務
局
長
に
就
任

い
た
し
ま
し
た
、
山
本

悦
之
と
申
し
ま
す
。

私
は
昭
和
５８
年
に
、
旧
宝
飯
郡
小
坂
井
町
に

あ
り
ま
し
た
医
療
法
人
宝
美
会
青
山
病
院
に
就

職
し
、
２９
年
間
診
療
放
射
線
技
師
と
し
て
多
く

の
患
者
様
と
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
平
成
２２
年
か
ら
１３
年
間
は

総
合
青
山
病
院
の
事
務
長
を
務
め
、
病
院
運
営
に
関
す
る
こ
と
や
人
事
管

理
な
ど
、
そ
れ
ま
で
と
は
全
く
異
な
る
分
野
も
経
験
し
て
き
ま
し
た
。

現
在
、
当
法
人
に
は
、
豊
川

エ
リ
ア
と
湖
西
エ
リ
ア
が
あ
り
、
私
は
湖

西
エ
リ
ア
で
の
勤
務
は
初
め
て
と
な
り
ま
す
が
、
法
人
の
掲
げ
た
４
つ
の

向
上

（公
的
イ
メ
ー
ジ

。
内
的
力
量

・
地
域
連
携

・
職
員
満
足
度
）
を
目

指
し
て
、
浜
名
病
院
が

こ
れ
か
ら
も
皆
様
か
ら
信
頼
し
て
い
た
だ
け
る
病

院
で
あ
り
続
け
て
い
く
た
め
に
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

浜名病院広報委員会

悛鶉蛯晰写孟鱚
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浜
名
病
院
は
人
間
的
な
温
か
み
に

あ
ふ
れ
た
医
療
と
介
護
の
先
進
病
院

と
し
て
、
地
域
の
皆
様
に

『
安
心
と

信
頼
』
を
提
供
す
る
。

浜
名
病
院
の
理
念
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事
務
長
就
任
の
挨
拶

事
務
長

　

内
山

大
輔

令
利
６
年

（２
０
２
４
年
）
６
月
ま
で
同
法
人

の
介
護
老
人
保
健
施
設
ま
ん
さ
く
の
里
に
て
勤

務
し
、
７
月
よ
り
浜
名
病
院
事
務
長
に
就
任
い

た
し
ま
し
た
、
内
山

大
輔
と
申
し
ま
す
。

私
は
平
成
１３
年

（２
０
０
１
年
）
に
理
学
療
法

士
と
し
て
浜
名
病
院
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
に
就
職
し
、
平
成
２０
年

（２
０
０
８
年
）
に
介
護
老
人
保
健
施
設
ま
ん
さ
く
の
里
に
異
動
と
な
り
、

理
学
療
法
士
や
事
務
長
を
経
験
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
浜
名
病
院
に

戻

っ
て
く
る
の
は
約
１６
年
ぶ
り
と
な
り
ま
す
。

湖
西
市
を
中
心
と
し
た
こ
の
地
域
の
中
で
、
質
の
高
い
医
療
や
介
護
を

皆
様
に
提
供
で
き
る
よ
う
、
今
後
も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ご
指
導

ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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1病棟
ケアワーカー
エムラ  カズキ

江村 一樹
|=:■・ヽミ:
ゲーム、バイク

外来
准看護師
カトウ  ヨシエ

加藤 佳恵
iミミ・ミ■:

子供と遊びに行くこと、
動画鑑賞

庶務課
事務員
ツツイ  アヤミ

筒丼 絢美
《鑽鑢。籍鼓》
旅行先で美味しい物
を食べること

放射線技術室
診療放射線技師
マツイ   ミサキ

松井 美早紀
《ミ奪・奏ミ}
猫と遊ぶこと

医事課・リハビリ 享
7月 4日 (木 )・ 5日 (金 )、 三重県総合文化センターで第74回日本病院学会が開かれ、当院からも2名

が参加し、発表を行いました。

大腿骨近位部骨折患者における

在宅復帰に繋がる因子について

～ リハビリテーシヨン的視点による検討 ～

発表者 :森岡 駿

入退院支援加算 I算定に伴う

取り組みと及ぼした影響

～ 円滑な退院支援とチーム医療 ～

発表者 :原 禾目

ア日 (
名ヽ ヽ
コ匡ノ し、多くの職員が地震の揺れを体験しました。また、6月 19日 (水)に は避難訓

練を実施。今回から防災本部の場所を変更し、運用の確認を行いました。「情報をリアルタイムで共有するために

は、どうするべきか?」 など、訓練を通して、様々な課題も見えてきました。

今年8月 に宮崎県日向灘で発生した震度6弱の地震の際には、南海トラフ地震臨時情報が発表され、多くの方が

不安に感じたことと思います。有事の際に、迅速に対応できるよう、当院はこれからも定期的に訓練を行つていき

ます。
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介護医療院こぶしでは、8月 22日 (木 )に レクリエーシ∃
~tン
企画「こぶし 盆踊り」を開催し、夏の風物詩、盆踊り

を楽しんでいただきました。

入所者様と職員が一緒に踊つた「炭坑節」「マツケン盆

踊り」では、音を懐かしみながら踊られている方もみえま

した。また、お祭の法被や半纏を着たり、お面を着用する

ことで、お祭の雰囲気を感じていただくこともでき、楽し

いひと時を過ごすことができました。

※盆踊りとは、お盆に帰つてきたご先祖様の霊を慰め送り

出すための仏教行事です。

.  ,‐ .  ‐    |‐ _:‐
| | .       .           ‐

通所リハビリテーションセンター

こでまりでは、8月 8日 (木 )・

9日 (金)に納涼祭を行いました。

職員によるスイカ割りでは、目

隠しにユニークなアイマスクを

使用し、利用者様にもたくさん

笑つていただけました。

続いて、ピンポン玉を団扇であ

おいで動かすピンポン川下り

ゲームを行い、チーム対抗で点数

を競い合って、とても白熱してい

ました。

最後の盆踊りでは、皆さんの

手が自然と動いているご様子で、

楽しんでいただけました。
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キノコは古くから身近な食物で、日本でも縄文時代には食されていたようです。

主な栄養素は食物繊維。ビタミン・ミネラルで、体調を整えたり代謝を促したり

する働きがあります。中でもエルゴステロールという栄養素は、カルシウムの吸

収に欠かせないビタミンDの材料で、紫外線に当たるとビタミンDに変化する

ため、干し椎茸か調理前に日干しした生椎茸を食すと効果的と考えられます。

また、旨味成分のグアニル酸・グルタミン酸などが多く、エリンギには昆布の20

倍も含まれているようです。旨味は素材の味を引き立て減塩にも役立ちます。

美味しく食べて、食欲の秋から健康・運動の秋へ繋げていきましょう。
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米
椎
白
し
精
干 2g(1/2イ固)
じめじ… 15 干し椎茸は水90ccで戻し、薄切りにする(戻した汁は||で使う)。

_精白米は洗つて水気を切つておく。

11しめじはほぐし、エリンギと人参は短冊に切る。

・  ・～ の具材と汁、昆布、調味料を炊飯器の内釜に入れる。
1130分ほど浸けておき、通常炊飯する。

・ 炊き上がったら全体を混ぜ合わせる。
■器に盛り付け、お好みで三つ葉を添える。

エネルギー 276kcal

炭zK化牛勿   59.9g

(↑ うち食物繊維 2.5g)

たんぱく質 5.6g
月旨質      0.6g

食塩    0.6g
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参
剛

工
人
薄 2g

0.5g

受付時間 午前 8:00～ 12:00 午後 1:30～ 5:30

診察時間 午前 9:00～ 12:00 午後 3:00～ 5:45

休診日 木曜日・土曜日(午後)日曜日・祝祭日
時間外救急対応
(専門外の場合がありますので、ど連絡ください。)

蝙 浜名病院湖西市新所岡出奇梅田入会地15番地のア0

電話 053-577-2333(代 )
FAX 053-577-2483(代 )
Mall info@hamanakal.or.jp
編集 :広報委員会 委員長 :内山 轟

1躊眩 l⑮鰤捩蜃屁赳也鍼睫由削迪嘔量釉釉国
「ご自身の体を理解し、健康を保持0増進するための第1歩を踏み出して穂 せんか?

: 餞躙{体成分dh い 場

lnBody測 定は、筋肉量や脂肪量、体水分量といつた、体組成を精密に測定することで、

単なる体重では知りえない情報を提供します。ダイエットや運動の成果を知りたい方

だけでなく、ご高齢の方で寝たきりが心配と感じている方にもぜひ利用していただき

たいと思います。lnBody測 定を行ってご自身の体の状態を数値で見ることで、健康を

保持・増進するための具体的なアプローチが可能になります。

また、希望者の方にはさらに、lnBody測定結果を利用した、あなたのライフスタイル

や目標に合わせた、健康的な生活を送るためのヒント(食事、運動方法など)、 保健師

の相談も行っています (右下記)。

豪鑑ヽ
一，一‐・．一一．．．‐

測定料
健診と同時にlnBody測定  `穆懲◎繭

単独でlnBody測定    罐蓼霧0◇覇
結果説明・相談料
電,650円

lnBody測 定を利用して、あなたの健康を次のレベルヘと引き上げましょう。

健康的で充実した生活を手に入れるために、lnBody測 定をぜひご活用ください。

hBody 涙名病院 健診センター
滉1蛋2み    .TEL:053‐ 573¨1370C)FAX:053¨ 573¨13711
6F"16t1 E{rJE+F=i:E.X.zJ<. fr.,2A:lF.-17iOO 

^.L,/g: 
15-12:OO xE.iEEt*6l aret

各診療において、受付時間および診察時間が異なる場合があります。詳しくは医事課までお問い合わせください。

外来診療 医師当番表に関しましては別紙またはホームページでご確認ください。
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